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恒星と惑星の中間質量をもつ天体である褐色矮星は、太陽系外の巨大惑星と同様の組成や温度を有している。
そのため、比較的観測精度の得やすい褐色矮星の観測を通し、大気の物理・化学過程（大気循環や大気の化学反
応、雲形成など）の理解を確立したり、分子種の検出に重要な役割を果たす吸収線リストの観測的検証を行った
りすることは、系外惑星大気の特徴付けにとっても重要である。
我々は最近、すばる望遠鏡の近赤外高分散分光器 IRD（Y, J, Hバンド；R ∼ 70,000）を用いて、T6.5型の褐

色矮星Gl 229B（有効温度約 900 K）の高分散スペクトルの観測を行った。得られたスペクトルに対し、我々が
最近開発した自動微分可能な高分散スペクトル計算コード ExoJAX (Kawahara, Kawashima et al. 2022) を用い
たフィットを行い、温度構造や各分子種の存在量などの大気特性を制約した。加えて、観測されたスペクトルと
モデルスペクトルとの比較から、系外惑星大気の観測でも使われている分子の吸収線リストについて、観測と不
一致を示す波長領域があることがわかった。


